


















満、BMI25 未満を非肥満に分類し、肥満と非肥満における年齢、身長、体重の比較は対応のない t 検
定、勤務体制、生活習慣病、食行動と身体活動の比較はカイ二乗検定を行った。有意確率 5％未満で有
意差があった食行動と身体活動の項目は、性別、年齢、肥満分類、勤務体制で調整したロジスティック
回帰分析を行った。さらに、生活習慣病についても同様の手順で統計解析を実施した。 
【結果】製紙工場に勤務する就労者において、肥満は交代制勤務と関係がなかったが、肥満の割合は 724
名中 260名（35.9％）であった。肥満と食行動・身体活動との関係では、「食べるのが早い（はい）」の
オッズ比（95％信頼区間）は 1.918（1.394-2.636）であった。また、生活習慣病において、高血圧との
関係では、「仕事中に立ったり歩くようにしている（はい）」のオッズ比は 0.536（0.339-0.848）、「飲酒
習慣がある（はい）」のオッズ比は 1.822（1.210-2.744）であった。脂質異常症では、「座って仕事して
いることが多い（はい）」のオッズ比は 1.998（1.280-3.119）、糖尿病では、「食事中にテレビを見る（は
い）」のオッズ比は 0.454（0.224-0.917）であった。 
【考察・結論】本研究の結果、富士市の製紙工場に勤務する就労者の肥満には交代制勤務は関連してい
なかった。一方で、就労者の肥満の割合が高く、就労者の減量対策は重要な課題であると考えられる。
また、製紙工場に勤務する就労者の肥満および生活習慣病は、食行動と勤務中の座業と活動と関連して
いたことから、肥満および生活習慣病を予防するための具体的な対策を製紙工場、富士市、研究代表者
の三者で検討し、対策の効果を検証する必要がある。現在、製紙工場、富士市、研究代表者の三者によ
る打合せを行い、具体的な対策を検討することになっており、その準備を進めている。 
